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地産地消・食の安全と自給率向上都市宣言 
 

 

 

 

匝瑳市農業の活性化のためには、地場産農畜産物を市民に消費してもらうことが重

要であり、生産者は新鮮で安全・安心かつ消費者ニーズに応えた農畜産物の供給によ

り、消費の拡大を図る必要があります。 

 

本市においては、生産者と消費者の信頼関係をつくりあげるため、農薬や化学肥料、

抗生物質などの使用を抑えた、より安全な農畜産物の生産を推進します。 

 

農業関連団体の連携による生産者と消費者の交流イベントや学校給食での地元食

材の利用の推進など、これらの取り組みを活性化し、地産地消の実践が自給率の向上

につながるとの認識のもと、ここに「地産地消・食の安全と自給率向上都市」を宣言

します。 

 

 

平成 18 年 6 月 2 日 

匝 瑳 市 告 示 第 1 0 9 号 
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１ 計画策定の背景 

食べることは、私たちが健康で幸せな生活をおくるために欠かすことのできない営みで

あり、それ自体が楽しみやコミュニケーションの重要な要素の１つでもあります。そして、

食べることそのものが、私たちの心と体を健やかに、そして豊かに育んでいます。 

しかし、昨今の社会経済構造の変化によるライフスタイル、価値観、及びニーズの多様

化は、私たちの食生活にも大きな変化をもたらしています。 

毎日を忙しく、時間的にも精神的にもゆとりのない生活をおくる人が増えるなか、朝食

を食べない、おやつを食事がわりにする等の不規則な食事や栄養の偏りがみられ、「食」

を大切にする意識が希薄になりつつあります。また、生産者と消費者の距離が拡大し、食

品の安全性や食料自給率の低下、輸入依存といった問題も指摘されるようになりました。 

さらには、地球規模の気候変動の影響が顕在化している中で、食料システムの在り方が

問われてきています。 

国は、国民が生涯にわたって健全な心身を培い、豊かな人間性を育むことができるよう

にするため、平成17年７月に「食育基本法」を施行しました。この食育基本法に基づき、

「食育推進基本計画」を策定し、令和３年３月には「第４次食育推進基本計画」が策定さ

れ、食育を国民運動として推進するとともに、地方公共団体における各種食育施策の展開

を求めています。 

本市では、平成18年６月に「地産地消・食の安全と自給率向上都市宣言」を行うととも

に、食育の重要性が増しているなか、健全な食生活を実践できる人間を育むため、平成24

年3月に「匝瑳市食育推進計画」、平成29年３月に「第２次匝瑳市食育推進計画」を策定し、

食育の推進を行ってきました。「第２次匝瑳市食育推進計画」の策定から５年が経過したこ

とから、この間の市民の食育に対する意識、行動や、社会情勢等の変化を踏まえ、今後５

年間において食育を総合的、計画的に推進するため、同計画を見直した「第３次匝瑳市食

育推進計画」を策定するものとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～食育とは？～ 

 

食育基本法の中で「食育」を下記のように位置づけています 

 

●生きる上での基本であって知育・徳育・体育の基礎となるべきもの。 

 

●様々な経験を通じて「食」に関する知識と「食」を選択する力を習得し、

健全な食生活を実践できる人間を育てること。 
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国の法制度・計画 

千葉県の計画 

２ 計画の位置づけ 

本計画は、食育基本法第18条第１項に規定する「市町村食育推進計画」として、食育に

関する基本的な事項について定めました。 

策定に当たっては、国の食育推進基本計画、千葉県の食育推進計画、本市の最上位計画

である第２次匝瑳市総合計画をはじめ、子どもと子育て家庭を支援する「匝瑳市子ども・

子育て支援事業計画」、市民の健康づくりを支援する「そうさ健康プラン」、農業体験・交

流を推進する「匝瑳市農村滞在型余暇活動機能整備計画」等、関連計画等との整合性を図

り、本市の実情や特性を踏まえたものとします。 

併せて、SDGs 等の新たな視点や時代の流れを考慮するものとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食育基本法※1 

第４次食育推進基本計画※2 

第４次千葉県食育推進計画※3 

 

第２次匝瑳市総合計画 

第

３

次
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ラ
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※1 食育基本法については、44 ページ 
に概要を載せています。 

 
※2 第４次食育推進基本計画については、 

45 ページに概要を載せています。 
 
※3 第４次千葉県食育推進計画について

は、47 ページに概要を載せています。 

匝
瑳
市
農
村
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暇
活
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能
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備
計
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３ 計画期間 

本計画の期間は、令和４年度から令和８年度までの５年間とします。 

 

 

 

 

 

 

 

４ 計画策定の体制 

（１）食育推進協議会の設置 

本市における食育の推進に関する基本的事項を検討するとともに、総合的かつ計画

的な食育の推進を図ることを目的に、各種関係機関・団体の代表等で構成する「匝瑳

市食育推進協議会」を設置しました。 

 

（２）パブリックコメントの実施 

市民が計画策定に参画できる機会として、パブリックコメントを実施し、多種多様

なニーズや意見等を把握・理解し、計画に反映することに努めました。 

 

 

５ 匝瑳市における食をめぐる現状 

（１）概要 

本市の農業は、海洋性の温暖な気候と肥沃な土地に恵まれ、土地利用型及び集約型農

業が行われています。 

水稲を中心にトマト、きゅうり、いちご等の施設野菜やねぎ等の露地野菜、肉用牛飼

養、酪農、養豚、養鶏等が行われています。また、農業に興味や関心のある人に貸し出し

ている市民農園では様々な野菜が作られ、栽培や収穫が楽しめるようになっています。 

漁業では、本市沿岸において、いわしを主として、さば、ぶり、はまぐり等が獲れま

す。 

都市と農村の交流総合ターミナルである「ふれあいパーク八日市場」や、平成２８年

４月に観光拠点としてオープンした「そうさ観光物産センター匝りの里」では、市内産

令和４年度 令和５年度 

 

令和６年度 

 

令和７年度 

 

令和８年度 

 

     
 

第３次匝瑳市食育推進計画 
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12,006 12,498 12,873 12,712 12,853

3.61 3.43 3.27 
2.93 

0.00 

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

0 世帯

5,000 世帯

10,000 世帯

15,000 世帯

平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令和2年

世帯数 １世帯当たり人員

（人）

の新鮮な農産物や郷土料理等に出会うことができ、農業体験や消費者と生産者の交流イ

ベントを通じて、ふるさとに根付いた「食」と「体験」を提供しています。 

その他、体験を通じた食や農の学びが重要であることから、市では農業体験・食育体

験を推進しています。 

また、地産地消の推進や、生産者と消費者の交流の場として、匝瑳市農業振興会朝市

組合による毎週日曜日の「朝市」や、ちばみどり農業協同組合による「ＪＡちばみどり

そうさ飯倉台直売所」等において、地元産の野菜や農家手作りの加工品等が販売されて

います。 

 

（２）人口及び世帯数 

人口の推移をみると、国勢調査では平成７年の43,357人をピークに、その後は減少

し、令和2年には35, 099人となっています。年齢区分別では、65歳以上のみが増加し

ています。また、１世帯当たりの人員も平成７年の3.83人から減少し、平成27年には

2.93人となっています。 

 

■人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

資料：国勢調査 
 

■世帯数及び世帯当たり人員の推移 

 
 
 

 

 

  

 

資料：国勢調査 

5,980 5,357 4,632 4,114 0 

27,101 25,851 24,177 21,180 

0 

9,753 10,618 
10,952 

11,873 

0 0 人

10,000 人

20,000 人

30,000 人

40,000 人

50,000 人

平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令和2年

0-14歳 15-64歳 65歳以上 年齢不詳

42,914 42,086 39,814 
37,261 

35,099 

80 260 

53 
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（３）農業に関する状況 

2020年農林業センサスにおける本市の販売農家数は1,052戸で、前回の2015年調

査と比べて411戸（28.1％）減少しています。 

本市の千葉県内における耕地面積は６位であり、市内の主な農産物は、水稲、春ねぎ、

秋冬ねぎ、冬春きゅうり、冬春トマト、夏秋トマトとなっています。 

特産品は、手作り味噌や大浦ごぼう等12品目が挙げられ、郷土料理としては太巻き寿

司、つみれ汁、落花生みそ等が挙げられます。 
 

■農家数等 

農家数 農業従事者数1） 基幹的農業従事者数2） 

販売農家数3） 1,052 戸 男性 1,446 人 男性 885 人 

自給的農家数4） 314 戸 女性 1,068 人 女性 532 人 

総数 1,366 戸 合計 2,514 人 合計 1,417 人 

資料： 2020年農林業センサス 
 

■耕地面積（千葉県内） 

順位 県内 耕地面積（ha） 順位 県内 
耕地面積

（ha） 

１ 香取市 11,200  ６ 匝瑳市 5,160  

２ 成田市 6,520  ７ 印西市 4,140  

３ 旭市 6,300  ８ 千葉市 3,570  

４ 山武市 5,730  ９ 南房総市 3,470  

５ 市原市 5,390  10 いすみ市 3,460  

資料：農林水産省 作物統計（令和2年） 
 

■主な農産物（市内） 

品目 
作付面積

（ha） 
収穫量（t） 品目 

作付面積

（ha） 
収穫量（t） 

水稲 2,730 15,500 冬春きゅうり 5 700 

春ねぎ 7 252 冬春トマト 10 720 

秋冬ねぎ 35 980 夏秋トマト 10 250 

資料：令和２年産農林水産関係市町村別統計（水稲） 
令和元年産農林水産関係市町村別統計（ねぎ、きゅうり、トマト） 

  

                                        

 
1） 農業従事者数：15 歳以上の世帯員のうち、調査期日前１年間に自営農業に従事した者。 
2） 基幹的農業従事者数：15 歳以上の世帯員のうち、ふだん仕事として主に自営農業に従事している者。 
3） 販売農家数：経営耕地面積が 30a 以上又は調査期日前１年間における農産物販売金額が 50 万円以上の農家の数。 
4） 自給的農家数：経営耕地面積が 30a 未満で、かつ、調査期日前１年間における農産物販売金額が 50 万円未満の農家の

数。 
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食育アルバム 

■市の特産品・郷土料理 

特産品 郷土料理 

米 棒もち（性学も

ち） 

手作り味噌 太巻き寿司 つみれ汁 

大浦ごぼう 赤ピーマン ねぎ 落花生みそ あじのなめろう 

いちご 千葉若潮牛 はまぐり 海草 いわしのごま漬け 

ながらみ（貝） 初夢（漬け） 落花煎餅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

     毎週日曜日に開かれる朝市 

 

 

大浦ごぼう 

匝瑳地区大浦で、わずか数軒の農家が栽培する
特大のごぼうです。秋に収穫され、そのほとんど
が成田山新勝寺に奉納されるため、市場に出回る
ことはありません。 
大きさは根周 30ｃｍ、長さ 1ｍにもなります。 
「新修成田山史」によると、300 年以上前の元

禄年間に佐倉城主に奉納した記録が残っており、
将軍家や諸大名などにも献上されていたそうで
す。 
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80.1 

5.5 3.5 

8.2 

2.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんど毎日食べる 週４～５日食べる

週２～３日食べる ほとんど食べない

無回答

結果の概要 

本市の食に関する実情を把握し、「食育推進計画」を策定するための基礎資料を得るた

め、令和３年７月に「食育推進計画策定のためのアンケート調査」を行いました。 

 

調査対象者 

一般 

（１）調査対象者 市内在住の 16 歳以上の男女 1,000 人を無作為抽出 

（２）調査方法 郵送配布、郵送回収 

小中学生 

（１）調査対象者 市内小中学校 13 校のうち、小学５年生 254 人、中学２年

生 276 人 

（２）調査方法 集合調査5） 

 

回収結果 

 配布数 回収数 回収率 有効回収数 有効回収率 

一般市民 1,000 403 40.3％ 403 40.3％ 

小学５年生 254 248 97.6% 248 97.6% 

中学２年生 276 273 98.9％ 273 98.9％ 

 

（１）一般 

【朝食について】 

朝食をほとんど毎日食べている割合は約８割で、摂食の内容は、主食（ご飯）が７割以

上、主菜（肉・魚・卵・納豆等の大豆料理）が約５割、副菜（野菜・芋料理・野菜たっぷ

りの汁物）も約５割となっています。 

 

朝食摂食（n=403）                         朝食の内容（n=345） 

 

 

 

 

 

 

                                        

 
5） 集合調査：多数の対象者をあらかじめ設置した調査会場に集めて、データを収集する手法。 

73.3
52.8

8.4
53.3

49.3
44.1

8.4
24.3

7.2
34.5

5.5
0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ご飯
パン
麺

肉・魚・卵・納豆などの大豆料理
野菜・芋料理・野菜たっぷりの汁物

牛乳・乳製品
シリアル食品

果物
菓子類（菓子パン含む）

コーヒー・紅茶・ジュースなど
その他
無回答
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【食生活で行っていることについて】 

食生活で実行されている割合が高いものとしては、「食べ残しや廃棄を減らす努力をして

いる（57.3％）」、「１日３回、規則正しい食事をする（56.3％）」、「野菜を多く食べる

（55.8％）」が５割以上となっています。 

実行されている割合が低いものをみると、「料理教室等に参加する（1.7％）」、「外食や食

品を購入するとき、栄養成分表示を参考にする」「テレビや本、携帯電話を見ながらの食事

をしない（17.6％）」、等が挙げられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【食育について】 

「食育」という言葉の意味については、約７割近くが「知らなかった」と回答しており、

「食育月間」についても知らない割合が高くなっています。 

 

食育の意味を知っているか（n=403）           食育月間を知っているか（n=403） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【食育への関心について】 

食育に関心があると回答した割合は約６割でした。 

食育に関心がある理由については、「子どもの心身の健全な発育のため」や「食生活の乱

れ」の理由が約 6 割、「生活習慣病の増加」が約７割と高く、施策の展開が望まれます。ま

た、「食品廃棄物が問題」が５割と前回調査よりも上昇し、食品ロスへの意識が高まってい

ます。 

  

食生活で実行していること（n=403；30%未満の回答のみ） 

34.0 45.4 17.9

2.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

言葉も意味も知っていた

言葉は知っていたが、意味は知らなかった

言葉も意味も知らなかった

無回答

2.0 

3.5 

1.7 

91.8 

2.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国の「食育月間」

「食育の日」

県の「食育月間」

どれも知らなかった

無回答

17.6 

23.1 

9.2 

24.6 

1.7 

22.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

テレビや本、携帯電話を見ながら食事をしない

外食や出来合いの惣菜、インスタント食品等は…

外食や食品を購入するとき、栄養成分表示を…

地元産や旬の食材を取り入れた料理をつくる

料理教室等に参加する

家庭菜園や果物狩り等、農漁業に触れる
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「食育」に関心がある理由（n=238；50%以上の回答のみ） 

 

 

 

 

 

 
 

食育を通して知りたいこと（n=403；30%以上の回答のみ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【食育推進に当たり行政や地域社会に期待したいことについて】 

食育を進めるに当たって、行政や地域社会に期待したいことについては、地産地消の推

進が最も高く挙げられています。 

地元特産品の周知をはじめ、生産者の声を交えた食材や料理の紹介、学校等での地元農

水産物の利用等、様々な工夫を凝らした施策が望まれます。あわせて、食に関する必要な

情報の提供をはじめとする、食をテーマにした取り組みやイベントが重要です。 
 

行政や地域社会に期待したいこと（n=403；20%以上の回答のみ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

54.2 

55.0 

68.1 

53.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもの心身の健全な発育のために…

食生活の乱れ（栄養バランスの崩れ、不規則な食事…

生活習慣病（がん、糖尿病等）の増加が問題になっ…

大量の食べ残しなど食品廃棄物が問題だから

30.8 

20.3 

26.8 

38.5 

39.7 

35.2 

29.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分や家族の健康状態・ライフスタイルに

応じた食事の提案

食生活や食育に関する情報提供・相談窓口の

強化

乳幼児期からの食育の推進

健康的で安全な食材や料理を

提供するお店の紹介・ＰＲ

地産地消の推進

農薬や添加物を減らす等、

より安全な食品生産・製造の指導

郷土料理や地元の食文化の伝承

35.1 

61.1 

36.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

若さや活力、美容に良い食事のとり方

家族や自身の成長・健康維持に役立つ食事のとり方

手軽につくれる料理の仕方
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（２）小中学生 

【朝食及び孤食状況について】 

小学５年生、中学２年生のそれぞれ８割以上が、朝食をほとんど毎日食べています。し

かし、朝食を「一人で食べることが多い」のは、小学５年生で 27.6%、中学２年生で 36.0%

となっており、夕食を「一人で食べることが多い」のは、小学５年生で 2.4％、中学２年

生で 4.0％となっています。 

食事を一人でとることを、「孤食」と言い、誰かと一緒に食事をとることを「共食」と言

いますが、孤食は食事への関心が薄れたり、不規則な食事や、コミュニケーション機会が

減少する原因と言われています。小中学生の「孤食」の解消に向けた取り組みが必要です。 

 

朝食摂食 

 

 

 

 

 

 

 

 

家族と一緒に朝食を食べるか        

 

 

 

 

 

 

 

 

家族と一緒に夕食を食べるか        

 

86.7 

83.2 

9.7 

8.4 

2.0 

4.4 

0.8 

3.7 
0.3 

80% 100%

小学5年生(n=248)

中学2年生(n=273)

ほとんど毎日食べる 週４～５日食べる 週２～３日食べる

ほとんど食べない 無回答

23.0 

14.8 

49.4 

48.4 

27.6 

36.0 

0.0 

0.0 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学5年生(n=239)

中学2年生(n=250)

家族そろって食べることが多い

家族の誰かと食べることが多い

一人で食べることが多い

その他

無回答

62.1 

63.4 

34.3 

31.9 

2.4 

4.0 

0.0 

0.4 

1.2 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学5年生(n=248)

中学2年生(n=273)

家族そろって食べることが多い

家族の誰かと食べることが多い

一人で食べることが多い

その他

無回答
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【食育の中でしてみたいことについて】 

 「食育」という言葉の意味については、小学生で約７割、中学生で約８割が「知らなかっ

た」と回答しており、割合が高くなっています。 

食物のことを知るためにしてみたいことについては、小学５年生・中学２年生共に、料

理教室や農業体験、漁業体験の割合が高くなっています。特に小学５年生では、農業体験

や漁業体験等を希望している割合が、中学２年生の約２倍となっています。 

子どもに対する様々な体験の機会の提供について、検討することが必要です。 

 

            

「食育」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食物のことを知るためにしてみたいこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

50.4 

38.2 

22.5 

51.4 

20.0 

13.2 

0.7 

14.6 

0.4 

27.8 

22.0 

12.6 

40.1 

13.9 

7.4 

0.0 

31.7 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

農業体験（田んぼや畑で野菜などを作る仕事）

漁業体験（海で魚・貝・コンブなどをとる仕事）

牛や馬などの家ちくの世話

料理教室

加工体験（農産物や魚かい類等を

加工して商品をつくる仕事）

生産現場見学や生産者の話を聞きたい

その他

特にない

無回答

小学5年生(n=280)

中学2年生(n=309)

27.8 

18.3 

53.2 

60.1 

17.7

21.2

1.2

0.4

小学5年生(n=248)

中学2年生(n=273)

言葉も意味も知っていた
言葉は知っていたが、意味は知らなかった
言葉も意味も知らなかった
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第３章 計画の基本的考え方 
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１ 基本理念 

本市では、食育の推進を通じて、子どもから大人まで、市民一人ひとりが、心身ともに

健康で豊かな人間性を育み、自然を感じながら、「農6）」に根ざした暮らしができるよう、

以下のように基本理念を定めます。 

 

 

 

 

市民一人ひとりが、心豊かに幸せな暮らしを営むため、 

自然を感じ、共に生き、自然の恵みに感謝することを通し、 

「農」に根ざした、健康でゆるぎない暮らしができる心身を育む 
 

 

 

 

 

                                        

 
6） 農：本計画で言う「農」とは、農業、漁業、畜産業、加工業等の生業のほか、農業を生業としない体験や学習等、幅広い意

味を含んでいます。 
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２ 基本目標 

本市では、食育の推進に当たって、３つの基本目標を設定します。 

 

 

 

 

 

わたしたちが毎日、口にしている食事の多くは、「農」があってはじめて成立するも

のです。 

自分自身の「食」を見直すためにも、「農」に関わる人々の食への愛情や努力を理解

し、「農」についての理解を深めていきます。 

 

 

 

 

 

農業体験や漁業体験等の生産体験、農水産物等を加工する加工体験等、身近な場所で

様々な体験ができる環境を活用し、体験を通して、「食」に関する正しい知識を身に付

け、健全な食生活を自ら実践できるようにします。 

 

 

 

 

 

郷土料理や特産品等、市を代表する「食」がいくつもあり、それらの「食」は郷土と密

接に結びつきます。 

「食」を通じて郷土への理解を深め、郷土を離れても愛情を持ち続けることができる

ようにします。 

 

 

目標１ 「食」を支える「農」を理解する 

 

目標２ 体験を通して「食」を理解する 

 

目標３ 「食」から郷土を見つめ、郷土を愛する 
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３ 施策の体系 

食育を総合的・計画的に推進するため、市と関係者及び市民一人ひとりと連携しながら取

り組んでいきます。 

【基本理念】 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民一人ひとりが、心豊かに幸せな暮らしを営むため、 

自然を感じ、共に生き、自然の恵みに感謝することを通し、 

「農」に根ざした、健康でゆるぎない暮らしができる心身を育む 

 

●基本施策 

 

「
食
」
を
支
え
る 

「
農
」
を
理
解
す
る 

１ 

体
験
を
通
し
て 

「
食
」
を
理
解
す
る 

２ 

「
食
」
か
ら
郷
土
を
見
つ
め
、 

郷
土
を
愛
す
る 

づ
く
り 

３ 

１ 地産地消の推進 

(1)市内農水産物の給食施設での利用促進 

(2)生産者と消費者との交流と農業・漁業体験の促進 

(3)市内農水産物への理解の促進 

(4)市内農水産物の提供・消費の促進 

２ 家庭・地域における食育の推進 

(1  

(2)食育推進のための人材の育成支援 

(3)生産者や事業者との連携 

(4)環境を意識した食生活の推進 

 

３ 学校等における食育の推進 

(1)学校給食を通じた食育の充実 

(2)農業体験・漁業体験の促進 

(3 開かれた給食の促進 

(4)教職員をサポートする体制の整備 

４ 食文化や郷土料理の伝承 

(1)季節の移り変わりを感じる「食」の伝承 

(2)地元農水産物を活かした料理や郷土料理の普及と実習 

(3)匝瑳型食生活の実践 

(4)農水産物に関する情報の提供 

●基本目標 

 

５ 「食」と健康に関する知識の普及 

(1)正しい生活リズムやバランスのとれた「食」の推進 

(2)健康管理のための「食」の推進 

(3)食品の安全性や栄養に関する情報の提供 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第４章 施策の展開 
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老朽化していた八日市場、野栄の両学校給食センターを

統合した「匝瑳市学校給食センター」が平成２６年９月から

運用を開始しました。 

市内小学校１０校、中学校３校、幼稚園２園、特別支援学

校１校に、１日に約３，２００食の給食を提供しています。

給食には地場産物を積極的に使用し、また、見学・試食会を

実施することで地域に根付いた給食センターを目指してい

ます。 

 

【施設の特徴】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食育アルバム 

○最新の調理機器を備え、厳しい衛生管
理と作業行程を考慮した施設です。 

○調理作業が見学できる通路、会議室を
設置しており、食育の学習施設として
の活用が可能です。（要予約） 

 
所在地  匝瑳市春海 1916 番地  
電話番号 0479-70-2210 

食育コラム 

新しい 

学校給食センター 

さつまいもの収穫体験 

落花生の収穫体験 

匝瑳市産の農産物 
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１ 地産地消の推進 

▼現状と課題 

地産地消とは、地元の地域で生産されたものを、その地域で消費する活動のことです。

かつて、地産地消はごく当たり前のこととして行われてきましたが、流通が発展するに

つれて、地元以外の様々な地域で生産された農水産物を手に取ることができるようにな

りました。そのため、生産者と消費者との距離が拡大し、農水産物の生産者のことや、

生産される過程が見えにくくなっている事態も見受けられます。 

令和３年７月に実施した匝瑳市食育推進計画策定のための調査（以下「アンケート調

査」といいます。）によると、地元農水産物のよい点として「新鮮」という回答が約８割

を占め、次いで「安全・安心」という回答が約５割となっています。また、地産地消を

進めていく上で必要だと思うことについては、「スーパーや八百屋に地元農産物コーナ

ーを設置する」、「飲食店や弁当屋等で、地元農産物をより多く利用する」「給食で地元農

水産物をより多く利用する」が多数を占めています。 

生産から消費等に至るまでの食の循環を担う多様な主体のつながりを再認識し、新鮮

かつ安全で安心な地元農水産物を提供・消費することができるようにしていくことが必

要です。 

 

 

▼具体的な行動として．．． 

○地元の地域で生産された食べ物を食べましょう。 

○農水産物の栽培、収穫、加工等の体験をする機会を増やしましょう。 

○地元の地域で生産された農水産物を、給食施設で使いましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
お 米 の 話 

 

 

 

 

食育コラム 
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▼施策の展開 

（１）給食施設での地元農水産物の利用促進 

施策の内容 担当課 

 市内給食施設で、米や野菜といった地元農水産物の利用を促進し

ます。 

 【関連する主な事業】 

・学校給食センター維持管理事業 

○福祉課 

○学校教育課 

○市民病院 

 

（２）生産者と消費者との交流と農業体験や漁業体験の促進 

施策の内容 担当課 

 生産者と消費者の交流を促進し、市民の農業に対する理解と関心

を高めるため、農業まつり等のイベントや農業体験等を通じてコミ

ュニケーションが図れるよう支援します。 

 【関連する主な事業】 

・生産者と消費者の交流促進 

・匝瑳市農業振興会助成事業 

・市民まつり事業 

○産業振興課 

 

（３）市内農水産物への理解の促進 

施策の内容 担当課 

 匝瑳市産農産物の認知度を高めるため、広報やホームページ等を

通じて情報提供を行います。 

 【関連する主な事業】 

・「広報そうさ」への掲載 

・ホームページの充実 

○産業振興課 

○関係各課 

 

（４）市内農水産物の提供・消費の促進 

施策の内容 担当課 

 ふれあいパーク八日市場や、匝りの里、各直売所等を通じて情報

提供を積極的に行い、地元農水産物の消費を促進します。また、郷

土料理やレシピ等についても情報提供を行い、地域に根ざした食を

推進します。 

 【関連する主な事業】 

・地産地消の推進 

・「広報そうさ」への掲載 

・匝瑳の逸品選定事業 

○産業振興課 

 

 

 

 

 

 

匝瑳の逸品 
本市にある優れた商品を募集・審査して「匝瑳の逸品」に認定しています。

市民に愛され、匝瑳市らしさがあるオリジナリティあふれる高品質なものばか

りです。 

詳細は匝瑳市ホームページをご覧ください。 

 

 

食育コラム 
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２ 家庭・地域における食育の推進 

▼現状と課題 

家庭での食事は、日常生活の基盤であり、幼い頃からの食生活や「食」に対する姿勢

は、その後の「食」に関わるあらゆることに影響します。 

アンケート調査によると、家族と一緒に朝食をとる回答は「約４割」、夕食をとる回答

は「約７割」となっています。 

一方で、近年は、単独世帯、ひとり親世帯など、様々な家庭環境や生活の多様化によ

り、家族との共食が難しい状況も増えてきている中で、地域や所属するコミュニティ等

を通じて、様々な人と共食する機会を持つことも重要と考えられます。 

アンケート調査によると、「約５割」の方が、住んでいる地域や所属するコミュニティ

（職場等を含む）で共食をしたいと回答しています。 

また、最近ではまだ食べられるのに捨てられてしまう「食品ロス」が問題となってい

ます。食育を通じて人と人、人と食の繋がりを取り戻し、「もったいない意識」や食に対

する感謝の気持ちを高める必要があります。 

   さらには、近年は国際的な取組として、気候変動対策が課題となっており、環境に配

慮した食生活に適応していく必要があります。 

   約６割の方は、食品を購入するときに、環境に配慮した農林水産物・食品を選んでい

たり、選ぶようにしたいと考えています。 

 

▼具体的な行動として．．． 

○家族や仲間と楽しく食事するよう心がけましょう。 

○家庭でもお子さんが小さいうちから食育をすすめましょう。 

○地域で開催される食育の事業・イベントに参加しましょう。 

○食育ボランティアなど、食育活動をサポートする活動に参加しましょう。 

○地元農水産物が、地域でより多く消費されるよう、みんなで取り組みましょう。 

○「量や期限を考慮した計画的な買い物」や「食べ残しをしない」を心がけましょう。 

○「食」から出る調理くず、食べ残し等を通じて、環境やリサイクルについて考えてみ

ましょう。 
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▼施策の展開 

（１）地域における食育の実践 

施策の内容 担当課 

 地域や家庭で望ましい食生活を推進するため、料理教室や情報誌

等を通じて健康や食生活に関する情報提供をし、知識の普及を図り

ます。また、高齢者に対し、栄養や運動指導、配食サービス等を行

い、健康維持や食の充実を図ります。 

 【関連する主な事業】 

・食生活改善推進事業 

 離乳食教室 

 幼児食育教室（わんぱくクッキング） 

 親子料理教室 

・配食サービス事業 

○健康管理課 

○生涯学習課 

○高齢者支援課 

 

（２）食育推進のための人材の育成支援 

 

 

 

 

 

 

（３）生産者や事業者との連携 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）環境を意識した食生活の推進 

施策の内容 担当課 

食べ物がごみになる量を減らすため、啓発と情報提供を行いま

す。 

特に、買い過ぎや食べ残しによるごみを減らすため「ちば食べき

りエコスタイル」を推奨し、一人ひとりのもったいない意識を高め、

食品ロス削減に取り組めるようにします。 

 【関連する主な事業】 
・ちば食べきりエコスタイルの推進 

・「広報そうさ」への掲載 
・ホームページの充実 

○環境生活課 

○産業振興課 

施策の内容 担当課 

 様々な機会において、地域の食育の推進が計画的かつ効果的に図

られるようにするため、保健推進員や食育ボランティア等、食育に

関わることのできる人材の育成を支援します。 

 【関連する主な事業】 

・市町村保健対策推進事業 

○健康管理課 

○産業振興課 

施策の内容 担当課 

 特産品のブランド化や地元農水産物を使ったレシピコンテスト等

を通じて、地元農水産物が地域の事業者を介して、より多く普及・

消費されるよう取り組みます。 

 また、生産者や事業者との多様な連携により、食育を推進します。 

 【関連する主な事業】 

・商工業活性化支援事業 

・匝瑳の逸品選定事業 

・事業者と市との包括連携協定に基づく取組 

〇産業振興課 

○関係各課 
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３ 学校等における食育の推進 

▼現状と課題 

食育を推進するに当たって、家庭・地域における食育の取り組みと同様に、学校等に

おける取り組みも重要です。 

アンケート調査によると、給食の時間が楽しいと感じる子どもは約9割となっている

ほか、自由記載では「給食を作ってくれた人に感謝したい」、「給食を食べ残さないよう

にしたい」など多くの意見が寄せられており、給食が子どもの食に対する関心や食習慣

づくりに大きな役割を果たしていることがわかります。また、食物のことを知るために、

農業体験などの体験事業に参加したことがある子どもは約５割となっています。 

給食を通じて食育を行うことや、農業体験等を通じて心身で食に接することは、食へ

の興味や関心をより高めることにつながります。そのため、家庭や地域とも連携しなが

ら、総合的に食育を推進することが必要です。 

 

 

▼具体的な行動として．．． 

○食事のマナーやあいさつの習慣を身に付けましょう。 

○作物を育てる等、「食」に関する様々な体験をしてみましょう。 

○「そうさランチタイムス」等、情報を有効に活用してみましょう。 

○栄養を考えながら「食」を選択する力を身に付けましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ランチタイムス 

 学校給食センターでは、給食への理解・関心を深めるため、毎月１回、給食に関する情

報やレシピを掲載した「そうさランチタイムス」を発行しています。 

 

 

 

食育コラム 
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▼施策の展開 

（１）学校給食を通じた食育の充実 

施策の内容 担当課 

 学校給食センターでは、見学、試食、講習等を通じて、園児、児

童、生徒、保護者及び市民の学校給食や食育についての理解を深め

ます。 

 【関連する主な事業】 

・学校給食センターの見学 

・試食、講習等の実施 

○学校教育課 

 

（２）農業体験・漁業体験の促進 

施策の内容 担当課 

 各教科、領域における食育や体験の推進を図り、食に関する学習

を通じて、実践的な態度を育てます。また、生産者や市民との共同

体験授業等により、子どもの「食」と「農」に対する興味と関心を

高めます。 

 【関連する主な事業】 

・特色のある学校づくり推進事業 

・地域人材の教育現場への活用 

・幼稚園や保育所（園）での農業体験 

○学校教育課 

○福祉課 

 

（３）開かれた給食の促進 

施策の内容 担当課 

 栄養教諭、栄養士及び調理員による給食時間の講話等により、給

食時間における食育の充実を図ります。その他、広報そうさや給食

だより「そうさランチタイムス」等を通じて、「食」について興味・

関心を持つ機会を増やします。 

 【関連する主な事業】 

・栄養教諭、栄養士及び調理員による給食時間の訪問 

・「広報そうさ」への掲載 

・給食だよりの発行 

○学校教育課 

 

（４）教職員をサポートする体制の整備 

施策の内容 担当課 

 食に関する研修等を通して、教職員や専門職の食育についての理

解を促進し、資質の向上を図ります。また、地域で専門的知識を持

っている市民の協力を得て、バラエティに富んだ授業を行えるよう

にします。 

 【関連する主な事業】 

・教職員研修事業 

・地域人材の教育現場への活用 

○学校教育課 
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４ 食文化や郷土料理の伝承 

▼現状と課題 

我が国には、正月のおせち料理、土用の丑の日のうなぎ、秋のお彼岸のおはぎ、大晦

日の年越しそば等、季節や行事に伴った「食」があり、そのような「食」を摂ることで

季節を感じることができます。また、郷土に根付いている「食」や食材を食べることは、

郷土を感じさせるきっかけにもなります。 

アンケート調査によると、食生活において実行していることについては、「地元産や旬

の食材を取り入れた料理を作る」と回答した割合が約２割、食育に関して本市に当ては

まることについては、「食の文化や伝統や季節性を大事にしている」を挙げた割合が約４

割となっています。また、市の特産品である大浦ごぼう、落花煎餅、初夢（漬け）や、

郷土料理の太巻き寿司については、約５割が「知っている」と回答しています。 

赤ピーマンなどが特産品であることの認知度が低くなっているほか、つみれ汁、棒も

ち（性学もち）、海草（海草を煮溶かし固めた料理）など若い世代への伝承が課題となっ

ている郷土料理も見られました。 

行事にちなんだ「食」や郷土料理の伝承を行い、特産品を取り入れた料理の普及を目

指します。地元にちなんだ「食」を通じて、郷土への思いを深める取り組みが必要です。 

 

 

▼具体的な行動として．．． 

○旬の食材を取り入れましょう。 

○年間を通じた行事食を作ってみましょう。 

○地元の特産品の良さを知りましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食育アルバム 

初夢漬け 

（なすの砂糖漬け） 

赤ピーマンと 

赤ピーマンキャラクターあっぴいちゃん 
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▼施策の展開 

（１）季節の移り変わりを感じる「食」の伝承 

施策の内容 担当課 

 季節を取り入れた「食」を普及させることで、季節と食事の関係

性や、日本食の豊かさを再認識するきっかけをつくります。 

 【関連する主な事業】 

・公民館まつり開催事業 

・「広報そうさ」への掲載 

・ホームページでの情報提供 

○生涯学習課 

○産業振興課 

○関係各課 

 

（２）地元農水産物を活かした料理や郷土料理の普及と実習 

施策の内容 担当課 

 地元農水産物を使ったレシピや郷土料理の普及と実践を図りま

す。様々な媒体を通じた情報の提供と、料理教室等を通じた実習を

行います。 

 【関連する主な事業】 

・生涯学習講座開催事業 

・匝瑳市農業振興会助成事業 

○生涯学習課 

○産業振興課 

 

（３）匝瑳型食生活の実践 

施策の内容 担当課 

 バランスの良い食生活のため、鮮度が良く栄養豊富な地元産農水

産物を食事に取り入れたり、風土や食文化を活かした食生活が日々

の食卓で実践できるよう取り組みます。 

 【関連する主な事業】 

・生涯学習講座開催事業 

・匝瑳市農業振興会助成事業 

・「広報そうさ」への掲載 

○生涯学習課 

○産業振興課 

○関係各課 

 

（４）農水産物に関する情報の提供 

施策の内容 担当課 

 農業まつり等の市民まつりの開催を通じて、市内産の農水産物を

知る機会をつくります。また、本市の特産品や地場産品についてイ

ンターネットを通じて幅広く情報発信を行います。 

 【関連する主な事業】 

・匝瑳市農業振興会助成事業 

・市民まつり事業 

・インターネット販売・購入に対する支援 

・匝瑳の逸品選定事業 

○産業振興課 
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５ 「食」と健康に関する知識の普及 

▼現状と課題 

「食」は私たちの体を形づくるのに欠かせないものであり、心と体の健康に大きく影

響するものです。ファストフードや加工食品、調理済み食品など手軽に食べることがで

きる機会が増え、世の中の利便性の向上と共に食文化が多様化しており、栄養の偏りや

偏食が問題となっています。 

アンケート調査によると、自分自身の食事については、「つい好きなものだけを食べ

がちで、栄養バランスに偏りがある」と回答した割合が約４割、食育に関心がある理由

として「生活習慣病の増加が問題になっているから」や、「食生活の乱れ（栄養バランス

の崩れ、不規則な食事等）が問題になっているから」を挙げた割合が高くなっているほ

か、食育を通して知りたいこととして「家族や自身の成長・健康維持に役立つ食事のと

り方」と回答した割合が約６割となっています。 

朝食をきちんと食べ、生活のリズムをつくることは、健康的な生活習慣に繋がります。

アンケート結果から、成人と子どもは８割以上の方が朝食をとっている一方で、朝食で

副菜を食べる人の割合は成人で5割にとどまっています。 

市民一人ひとりが食に関する関心を高め、安全で健康的な食事についての正しい知識

と選択する力を身につけ、自ら実践できることが必要です。 

 

 

▼具体的な行動として．．． 

○朝食をきちんと食べ、生活リズムを整えましょう。 

○バランスの良い食事を心がけましょう。 

○「食」や健康に関する正しい知識を身に付け、健康づくりに役立てましょう。 

○食品の安全性に関する情報を積極的に集め、選択する力を持ちましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わんぱくクッキング 
 

２歳児以上を対象とした、親子が一緒に学ぶ食育教

室です。 

調理や紙芝居などを通じて楽しく食体験できます。 

匝瑳市保健推進員会と協力し、細やかなアドバイス

や見守りのもと、安心で安全な教室を心がけていま

す。 

 

食育コラム 
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▼施策の展開 

（１）規則正しい生活リズムやバランスのとれた「食」の推進 

施策の内容 担当課 

 市民一人ひとりが健全な食生活を実践するため、食事バランスガ

イド等の指針を理解し、食生活の乱れを防ぎ、規則正しく食べるこ

とができるよう支援します。 

 【関連する主な事業】 

・食生活改善推進事業 

○健康管理課 

○産業振興課 

 

（２）健康管理のための「食」の推進 

施策の内容 担当課 

 「食」と健康が密接な関係にあることを周知するとともに、生活

習慣病等を予防するため、「食」から始める健康づくりが実践でき

るよう取り組みます。 

 【関連する主な事業】 

・生涯学習講座開催事業 

・母子保健事業 

・成人保健事業 

・歯科保健事業 

・食生活改善推進事業 

・健康マイレージ 

・市町村保健対策推進事業 

○生涯学習課 

○健康管理課 

○高齢者支援課 

○学校教育課 

 

（３）食品の安全性や栄養に関する情報の提供 

施策の内容 担当課 

 食品の安全性について周知するために、様々な媒体を通じて情報

提供を行います。また、即時性の高い情報についても対応できるよ

う環境を整備します。 

 【関連する主な事業】 

・「広報そうさ」への掲載 

・メールマガジンの発行 

・ホームページの充実 

○関係各課 

 

 

 めざましごはん 

 

「めざましごはん」は、朝ごはんを毎日しっかり

食べることを応援することで、お米の消費拡大を図

るキャンペーンです。 

 朝ごはんはちゃんとごはんを食べましょう。 

 

食育コラム 
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１ 推進体制について 

食育は幅広い分野に関わるため、各施策を推進していくためには、多様な関係者が一体

となって取り組んでいくことが必要です。そのため、子どもや家庭を中心にして、保育所

（園）、幼稚園、学校、生産者等、食に関わるあらゆる関係機関・団体等が連携・協働し

て、本計画の推進に取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 計画の進行管理と評価 

本計画の施策を効果的に推進していくため、アンケート調査等により達成状況を把握し

た上でその効果等を評価し、「匝瑳市食育推進協議会」において定期的に検証します。 

また、その結果を公表するとともに、これを踏まえた施策の見直しと改善に努めます。 

本計画は、食育基本法の基本理念と方向性に従い、策定時点での諸情勢を踏まえて策定

したものですが、国内外の社会経済情勢とともに、今後の食育をめぐる諸情勢も大きく変

化することが考えられ、目標の達成状況や施策の推進状況等によって、見直されることも

あります。 

このため、本計画では、計画期間終了前であっても、必要に応じて見直しを検討する等、

柔軟に対応していきます。 

子ども 
(家庭) 

市 民 

保健医療 

関係機関 

ボランティア 

 
地域組織 

 

 
行政 

 
メディア 

 

食品関連 

事業者 

 
生産者 

匝瑳市食育推進協議会  
計画策定・推進・評価・見直し 

保育所(園) 

幼稚園・学校 

連携・協働 
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３ 第２次匝瑳市食育推進計画の数値目標の達成状況 

平成２９年３月に策定した第２次匝瑳市食育推進計画に掲げた目標値の達成状況です。 

 

基本施策 項目 
現状値 

（平成 28 年度） 

目標値 

（令和３年度） 

実績値 

（令和３年度） 
担当課 

１  

地産地消の

推進 

食生活において、「地元

産や旬の食材を取り入

れた料理をつくる」こ

とを実行している市民

の割合（※） 

31.0％ 35.0％ 24.6％ 産業振興課 

地元農水産物を使った

料理レシピの提供 
１回／年 ５回／年 11 回／年 

産業振興課 

関係各課 

給食施設での地元農水

産物の利用促進 
32 品目／年 35 品目／年 24 品目／年 

福祉課 

学校教育課 

市民病院 

家庭菜園や果物狩り

等、農漁業に触れる市

民の割合（※） 

25.5% 40.0％ 22.8％ 産業振興課 

２  

家庭・地域に

おける食育

の推進 

食育に興味を持ってい

る市民の割合（「関心が

ある＋どちらかといえ

ば関心がある」） 

61.1％ 90.0％ 59.1％ 

産業振興課 

学校教育課 

健康管理課 

食べ残しや廃棄を減ら

す努力をしている市民

の割合（※） 

42.3% 50.0% 57.3％ 
環境生活課 

産業振興課 

３  

学校等に 

おける 

食育の推進 

農業体験や料理教室な

ど、食育のテーマを取り

入れた授業・学習 

各校４回／年 各校６回／年 各校６回／年 学校教育課 

４  

食文化や 

郷土料理の 

伝承 

郷土料理や地元農水産

物を使った料理教室の

開催 

９回／年 12 回／年 1２回／年 生涯学習課 

市の郷土料理や特産品

を「知っている」市民

の割合（※） 

各品 

21～72％ 

全ての品を 

40％以上 

にする 

各品 

31.5～61％ 
産業振興課 

匝瑳市では、食の文化

や伝統、季節性などを

大事にしていると思う

市民の割合（※） 

31.8% 増加 36.4％ 産業振興課 

５  

「食」と健康 

に関する 

知識の普及 

自分の食事が栄養バラ

ンスに偏りがあると不

安に思っている市民の

割合（※） 

30.5% 減少 38.2％ 
産業振興課 

健康管理課 

食の安全性に不安を感

じている市民の割合

（※） 

 

 

75.4％ 減少 

 

81.6％ 

 

産業振興課 
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朝食で副菜を食べる人

の割合（※） 

43.9％ 
（成人） 

33.9％ 

（小中学生） 

50.0％ 
（成人） 
40.0％ 

（小中学生） 

49.3％ 
（成人） 

43.4％ 

（小中学生） 

産業振興課 

学校教育課 

健康管理課 

 「食事バランスガイド

の見方を知っている」

市民の割合（※） 

26.8％ 増加 15.6％ 
産業振興課 

健康管理課 

 

 

４ 数値目標 

食育を市民運動として推進するためには、多くの関係者の理解のもとに、共通の目標を

掲げ、その達成に向かって協力して取り組むとともに、その成果を客観的に把握すること

が重要です。 

このため、次の目標値を設定し、食育の取り組みを評価していきます。 

 

基本施策 項目 
現状値 

（令和３年度） 

目標値 

（令和８年度） 
担当課 

１  

地産地消の

推進 

地元農水産物を意識して購入する市民の

割合（※） 
新設 80.0％ 産業振興課 

食生活において、「地元産や旬の食材を取

り入れた料理をつくる」ことを実行して

いる市民の割合（※） 

31.0％ 35.0％ 産業振興課 

給食施設での地元農水産物の利用促進 24 品目／年 26 品目／年 

福祉課 

学校教育課 

市民病院 

家庭菜園や果物狩り等、農漁業に触れる

市民の割合（※） 
22.8% 40.0％ 産業振興課 

２  

家庭・地域に

おける食育

の推進 

食育に興味を持っている市民の割合（「関

心がある＋どちらかといえば関心があ

る」） 

59.1％ 90.0％ 

産業振興課 

学校教育課 

健康管理課 

食べ残しや廃棄を減らす努力をしている

市民の割合（※） 
57.3% 80.0% 

環境生活課 

産業振興課 

３  

学校等に 

おける 

食育の推進 

農業体験や料理教室など、食育のテーマを

取り入れた授業・学習 
各校６回／年 80 回／年 

学校教育課 

産業振興課 

４  

食文化や 

郷土料理の 

伝承 

郷土料理や地元農水産物を使った料理教

室の開催 
12 回／年 12 回／年 

産業振興課 

生涯学習課 

匝瑳市の郷土料理や特産品を「知ってい

る」市民の割合（※） 

各品 

31.5～61％ 

全ての品を 

40％以上 

にする 

産業振興課 

匝瑳市では、食の文化や伝統、季節性など

を大事にしていると思う市民の割合（※） 
36.4% 増加 産業振興課 

（※）「食育推進計画策定のためのアンケート調査報告書」における項目 
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５  

「食」と健康 

に関する 

知識の普及 

自分の食事が栄養バランスに偏りがある

と不安に思っている市民の割合（※） 

 

38.2% 

 

減少 
産業振興課 

健康管理課 

食の安全性に不安を感じている市民の割

合（「不安を感じている＋多少は不安を感

じている」）（※） 

 

81.6% 

 

減少 産業振興課 

朝食で副菜を食べる市民の割合（※） 

49.3％ 
（成人） 

43.4％ 

（小中学生） 

50.0％ 
（成人） 

45.0％ 

（小中学生 

産業振興課 

学校教育課 

健康管理課 

ゆっくりよくかんで食べる市民の割合 新設 55％ 
産業振興課 

健康管理課 

  
（※）「食育推進計画策定のためのアンケート調査報告書」における項目 
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１ 匝瑳市食育推進協議会 

１ 匝瑳市食育推進協議会規則 

 

平 成 2 3 年 3 月 2 5 日 

匝 瑳 市 規 則 第 2 1 号 

 

(設置) 

第1条 市は、食育基本法(平成17年法律第63号)第2条から第9条までに定める食育に関す

る基本理念(以下「基本理念」という。)にのっとった食育の総合的かつ計画的な推進につい

て協議するため、匝瑳市食育推進協議会(以下「協議会」という。)を設置する。 

(協議事項) 

第2条 協議会は、基本理念にのっとった食育について協議する。 

(組織) 

第3条 協議会は、委員15人以内をもって組織する。 

2 委員は、食育に関して知識と経験を有する者その他市長が必要と認める者のうちから市

長が委嘱し、又は任命する。 

(任期) 

第4条 委員の任期は2年とする。ただし、委員に欠員が生じた場合の補充された委員の任期

は、前任者の残任期間とする。 

2 委員は、再任されることができる。 

3 第1項の規定にかかわらず、特定の地位又は職により、市長が委嘱し、又は任命した委員

の任期は、当該特定の地位又は職にある期間とする。 

(会長等) 

第5条 協議会に会長及び副会長を各1人置き、委員の中から互選する。 

2 会長は、会務を総理し、協議会を代表する。 

3 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、その職務を

代理する。 

(会議) 

第6条 協議会の会議は、会長が必要と認めるときに招集し、会長が議長となる。 

2 協議会は、委員の過半数が出席しなければ、会議を開くことができない。 

3 協議会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、会長の決するところによ

る。 

(関係者の出席等) 

第7条 会長は、必要があると認めるときは、委員以外の者に資料を提出させ、又は会議に出

席させ、その意見若しくは説明を求めることができる。 
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(専門部会) 

第8条 会長は、第2条に規定する協議に関し専門的な事項を調査研究させるため、専門部会

を置くことができる。 

2 専門部会の部会員は、市職員のうちから市長が会長と協議して任命する。この場合におい

て、当該部会員が市長以外の任命権者に属する職員のときは、市長は当該任命権者と協議

するものとする。 

3 専門部会に部会長を置き、部会長は部会員の互選により定める。 

4 部会長に事故があるときは、あらかじめ部会長が指名した者がその職務を代理する。 

5 第6条及び前条の規定は、専門部会の会議について準用する。この場合において、これら

の規定中「協議会」とあるのは「専門部会」と、「会長」とあるのは「専門部会長」と、「委

員」とあるのは「部会員」と読み替えるものとする。 

(庶務) 

第9条 協議会の庶務は、産業振興課において処理する。 

(その他) 

第10条 この規則に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、市長が別に定め

る。 

附 則 

この規則は、平成23年4月1日から施行する。 
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２ 匝瑳市食育推進協議会委員名簿 

◎会長  ○副会長 

（敬称略） 

 任期：令和３年４月１日から令和５年３月３１日まで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  所  属 氏  名 

1 匝瑳市校長会 ◎ 角田 直彦 

2 一般社団法人 旭匝瑳医師会 福島 俊之 

3 匝瑳市ＰＴＡ連絡協議会 久保田 愛美 

4 匝瑳市保健推進員会 鎌形 春枝 

5 匝瑳市農業振興会朝市組合 ○ 大木 万智子 

6 八日市場ふるさと交流協会 椎名 和子 

7 匝瑳市商工会女性部 片岡 裕子 

8 匝瑳市商工会青年部 片岡 大輔 

9 千葉県海匝農業事務所 企画振興課 木内 三男 

10 ちばみどり農業協同組合 営農センターそうさ 依知川 和子 

11 匝瑳市 健康管理課 小川 豊 

12 匝瑳市 学校教育課 矢澤 敏和 

13 匝瑳市 産業振興課 武田 英樹 
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２ 食育基本法の概要 

１ 目的 

国民が健全な心身を培い、豊かな人間性をはぐくむための食育を推進し、施策を総

合的かつ計画的に推進すること等を目的とする。 

 

２ 関係者の責務 

(1) 食育の推進について、国、地方公共団体、教育関係者、農林漁業者、食品関連事

業者、国民等の責務を定める。 

(2) 政府は、毎年、食育の推進に関して講じた施策に関し、国会に報告書を提出する。 

 

３ 食育推進基本計画等 

(1) 食育推進会議は、以下の事項について食育推進基本計画を作成する。 

① 食育の推進に関する施策についての基本的な方針 

② 食育の推進の目標に関する事項 

③ 国民等の行う自発的な食育推進活動等の総合的な促進に関する事項 

④ 施策を総合的かつ計画的に推進するために必要な事項 

(2) 都道府県は都道府県食育推進計画、市町村は市町村食育推進計画を作成するよう

努める。 

 

４ 基本的施策 

(1) 家庭における食育の推進 

(2) 学校、保育所等における食育の推進 

(3) 地域における食生活の改善のための取組の推進 

(4) 食育推進運動の展開 

(5) 生産者と消費者との交流の促進、環境と調和のとれた農林漁業の活性化等 

(6) 食文化の継承のための活動への支援等 

(7) 食品の安全性、栄養その他の食生活に関する調査、研究、情報の提供及び国際

交流の推進 

 

５ 食育推進会議 

(1) 農林水産省に食育推進会議を置き、会長（農林水産大臣）及び委員（関係大臣、

有識者）25 名以内で組織する。 

(2) 都道府県に都道府県食育推進会議、市町村に市町村食育推進会議を置くことがで

きる。 
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３ 第４次食育推進基本計画の概要  

１ 計画期間 

令和３年度から令和７年度までの５年間 

 

２ 重点事項 

(1) 生涯を通じた心身の健康を支える食育の推進 

(2) 持続可能な食を支える食育の推進 

(3) 「新たな日常」やデジタル化に対応した食育の推進 

これらをＳＤＧｓの観点から相互に連携して総合的に推進 

 

３ 関連する主な取組方針 

(1) 子供の基本的な生活習慣の形成 

(2) 学校、保育所等における食育の推進 

(3) 健康寿命の延伸につながる食育の推進 

(4) 貧困等の状況にある子供に対する食育の推進 

(5) 食と環境の調和 

(6) 農林水産業や農山漁村を支える多様な主体とのつながりの深化 

(7) 日本の伝統的な和食文化の保護・継承 

(8) 新しい広がりを創出するデジタル化に対応した食育を推進 

(9) 食に関する意識を高めることにつながるよう食育を推進 

(10)「全国食育推進ネットワーク」を活用し、最新の食育活動や知見を食育関係者間

で情報共有 

 

４ 食育推進の目標に関する事項（令和７年度までの達成を目指すもの） 

(1) 食育に関心を持っている国民の割合の増加（83.2％→90％以上） 

(2) 朝食又は夕食を家族と一緒に食べる「共食」の回数の増加 

（週９.6 回→11 回以上[朝食＋夕食]） 

(3) 地域等で共食したいと思う人が共食する割合の増加（70.7%→75%以上） 

(4) 朝食を欠食する子供の割合の減少（4.6％→０％） 

(5) 朝食を欠食する若い世代の割合の減少（21.5％→15％以下） 

    (6) 栄養教諭による地場産物に係る食に関する指導の平均取組回数の増加 

（月 9.1 回→月 12 回以上） 

    (7) 学校給食における地場産物を使用する割合の増加（現状値なし→90％以上） 

    (8) 学校給食における国産食材を使用する割合の増加（現状値なし→90％以上） 

    (9) 主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を１日２回以上ほぼ毎日食べている 

国民の割合の増加（36.4%→50%以上） 

    (10)主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を１日２回以上ほぼ毎日食べている 
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若い世代の割合の増加（27.4％→40％以上） 

    (11)１日当たりの食塩摂取量の平均値の減少（10.1ｇ→8ｇ以下） 

    (12)１日当たりの野菜摂取量の平均値の増加（280.5ｇ→350ｇ以上） 

    (13)１日当たりの果物摂取量 100ｇ未満の国民の割合の減少 

（61.6％→30％以下） 

(14) 生活習慣病の予防や改善のために、ふだんから適正体重の維持や減塩等に 

  気をつけた食生活を実践する国民の割合の増加（64.3%→75％以上） 

(15)ゆっくりよく噛んで食べる国民の割合の増加（47.3％→55％以上） 

(16)食育の推進に関わるボランティアの数の増加（36.2 万人→37 万人以上） 

(17)農林漁業体験を経験した国民の割合の増加（65.7％→70％以上） 

    (18)産地や生産者を意識して農林水産物・食品を選ぶ国民の割合の増加 

（73.5％→80％以上） 

(19)環境に配慮した農林水産物・食品を選ぶ国民の割合の増加（67.1％→75％以上） 

(20)食品ロス削減のために何らかの行動をしている国民の割合の増加 

（76.5％→80％以上） 

(21)地域や家庭で受け継がれてきた伝統的な料理や作法等を継承し、伝えている 

国民の割合の増加（50.4％→55％以上） 

(22)郷土料理や伝統料理を月 1 回以上食べている国民の割合の増加 

（44.6％→50％以上） 

(23)食品の安全性に関する基礎的な知識を持ち、自ら判断する国民の割合の増加 

（75.2％→80％以上） 

(24) 推進計画を作成・実施している市町村の割合の増加（87.5％→100％） 

 

５ 推進する内容 

(1) 家庭における食育の推進 

(2) 学校、保育所等における食育の推進 

(3) 地域における食育の推進 

(4) 食育推進運動の展開 

(5) 生産者と消費者との交流の促進、環境と調和のとれた農林漁業の活性化等 

(6) 食文化の継承のための活動への支援等 

(7) 食品の安全性、栄養その他の食生活に関する調査、研究、情報の提供及び国際

交流の推進 

 

６ 施策の推進に必要な事項 

(1) 多様な関係者の連携・協働の強化 

(2) 地方公共団体による推進計画の作成等とこれに基づく施策の促進 
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４ 第４次千葉県食育推進計画の概要 

１ 計画期間 

令和４年度から令和８年度までの 5 年間 

 

２ キャッチフレーズ 

「ちばの恵み」で まんてん笑顔 

 

３ 基本目標 

「ちばの恵み」を取り入れたバランスのよい食生活の実践による生涯健康で心豊か

な人づくり 

 

４ 施策の方向 

（1） ライフステージに対応した食育の推進 

（2） 生産から消費まで食のつながりを意識 

（3） ちばの食育を進める環境づくり 

 

５ 施策の展開 

（1） 家庭における望ましい食習慣の実践に向けた取組 

（2） 保育所・幼稚園等における食育の推進 

（3） 学校における食育の指導体制と指導内容の充実 

（4） 学校給食を活用した食育の充実と地場産品の活用の推進 

（5） 食育を通じた健康状態の改善等の推進 

（6） 生活習慣病の予防や健康づくりのための食育の推進 

（7） 次世代を育むための食育の推進 

（8） 低栄養傾向を予防するための食育の推進 

（9） 魅力発信と地産地消の推進 

（10）生産者と消費者の交流の促進 

（11）食文化の普及と継承 

（12）食と環境の調和や、災害時を意識した取組の推進 

（13）食育を進める人材の確保 

（14）多様な関係者の連携強化 

（15）地域における取組の強化 

（16）食に関する情報の提供 

（17）デジタルツールを活用した食育情報の発信 
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５ SDGs（持続可能な開発目標）について 

１ SDGｓとは 

持続可能な開発目標（SDGs）とは、2001 年に策定されたミレニアム開発目標

（MDGs）の後継として、2015 年 9 月の国連サミットで採択された「持続可能な開

発のための 2030 アジェンダ」にて記載された 2016 年から 2030 年までの国際目

標です。 

持続可能な世界を実現するための 17 のゴール・169 のターゲットから構成され、

地球上の誰一人として取り残さないことを誓っています。 

SDGs は発展途上国のみならず、先進国自身が取り組む普遍的なものであり、日本

でも積極的に取り組んでいます。 

 

２ １７のゴールについて 

 

1.貧困をなくそう 

あらゆる場所のあらゆる形態の貧

困を終わらせる。  

10.人や国の不平等をなくそう 

各国内および各国間の不平等を是

正する。 

 

2.飢餓をゼロに 

飢餓を終わらせ、食糧安全保障およ

び影響改善を実現し、持続可能な農

業を促進する。 

 

11.住み続けられるまちづくりを 

包括的で安全かつレジリエントで

持続可能な都市および人間居住を

実現する。 

 

3.すべての人に保健と福祉を 

あらゆる年齢のすべての人々の健

康的な生活を確保し、福祉を促進す

る。 

 

12.つくる責任つかう責任 

持続可能な生産消費形態を確保す

る。 

 

4.質の高い教育をみんなに 

すべての人々への包括的かつ公平

な質の高い教育を提供し、生涯学習

の機会を促進する。 

 

13.気候変動に具体的な対策を 

気候変動およびその影響を軽減す

るための緊急対策を講じる。 

 

5.ジェンダー平等を実現しよう 

ジェンダー平等を達成し、すべての

女性および女子のエンパワーメン

トを行う。 

 

14.海の豊かさを守ろう 

持続可能な開発のための海洋資源

を保全し、持続的に利用する。 

 

6.安全な水とトイレを世界中に 

すべての人々の水と衛生の利用可

能性と持続可能な管理を確保す

る。 

 

15.陸の豊かさも守ろう 

陸域生態系の保護・回復・持続可能

な利用の推進、森林の持続可能な

管理、砂漠化への対処、ならびに土

地の劣化の阻止・防止および生物

多様性の損失の阻止を促進する。 
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7.エネルギーをみんなに、そして

クリーンに 

すべての人々の、安価かつ信頼で

きる持続可能な現代的エネルギー

へのアクセスを確保する。  

16.平和と公正をすべての人に 

持続可能な開発のための平和で包

括的な社会の促進、すべての人々

への司法へのアクセス提供、およ

びあらゆるレベルにおいて効果的

で説明責任のある包括的な制度の

構築を図る。 

 

8.働きがいも経済成長も 

包括的かつ持続可能な経済成長、

およびすべての人々の完全かつ生

産的な雇用とディーセント・ワー

ク（適切な雇用）を促進する。  

17.パートナーシップで目標を

達成しよう 

持続可能な開発のための実施手

段の強化し、グローバル・パート

ナーシップを活性化する。 

 

9.産業と技術革新の基盤をつくろ

う 

レジリエントなインフラ構築、包

括的かつ持続可能な産業化の促

進、およびイノベーションの拡大

を図る。 

  

 

３ 参考ホームページ 

・内閣府「自治体 SDGs・地方創生 SDGs 官民連携プラットフォーム・環境未来都市

構想」 

http://future-city.jp/ 

・国際連合広報センター「持続可能な開発目標（SDGs）-2030 アジェンダ」 

https://www.unic.or.jp/activities/economic_social_development/sustainabl

e_development/2030agenda/ 

・国際連合広報センター「SDGs のポスター・ロゴ・アイコンおよびガイドライン」 

https://www.unic.or.jp/activities/economic_social_development/sustainabl

e_development/2030agenda/sdgs_logo/ 
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第３次匝瑳市食育推進計画 
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